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釿
卸
午
あ
け
ま
し
て
あ
め
て
と
う
ご
ざ
い
ま
き
。

去
年
四
月
の
罰
士
の
自
然
。
号
外
凸
以
来
、
約
一
年
に
殉

左
リ
、
連
合
の
基
本
的
葱
治
動
で
あ
る
機
関
紬
が
嘉
行
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
高
中
央
横
断
通
路
・
安
笏
胡
り
し
ゾ
ャ

ー
墓
遮
零
議
・
美
暎
富
士
の
観
光
開
堪
。
千
歳
川
放
水
路
な

ど
秒
く
の
問
題
ざ
爽
々
と
押
し
寺
せ
る
中
、
加
盟
団
体
・
替

助
会
勇
の
筈
乞
ん
に
釣
輔
君
情
報
さ
あ
伝
・
劫
で
き
き
亡
人
で

し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
し
ま
す
。

橡
闘
紙
産
出
せ
ぢ
さ
フ
だ
理
由
と
し
て
、
歌
政
箔
、
畢
蕊

居
員
の
不
足
愈
琶
が
あ
げ
Ｓ
収
ま
あ
．
こ
収
さ
Ｓ
財
政
の
改

筈
が
守
ｓ
収
る
き
さ
、
今
づ
く
り
会
報
を
黙
行
す
る
ご
と
に

し
ま
し
だ
。
以
前
よ
り
喧
憤
鞭
受
ず
澱
リ
き
す
ざ
、
定
期
謡

行
を
守
り
だ
Ⅶ
と
尾
い
ま
す
。
金
屋
・
加
盟
団
榔
の
皆
さ
ん

に
重
心
て
お
詑
状
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
毛
哩
こ
協
力
お

蕊
い
い
た
し
ま
す
．

機
関
紙
角
開
の
あ
い
さ
つ

’ 晶
霧
局
長
田
中
ｉ
明
子
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一
合
Ｇ

毎
や』

、

・
蓮
合
の
・
畢
謡
葛
に
つ
い
て
考
え

を
二
と
。

畢
蕊
忌
妻
丹
野
美
繧
尋

・
’
１
１
◇
ｉ
Ｉ
々
Ｉ
。
１
８
１
。
’
◇
１
１
‐
・
’
１
１
◇
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｃ
Ｉ
。
’
今

北
海
道
自
然
侭
識
団
体
通
合
が
無
威
さ
れ
て
今

年
で
℃
辱
且
芝
迎
え
る
．
一
泥
々
、
そ
の
中
の
ｉ
団

体
の
１
人
に
合
壱
な
が
フ
だ
弘
乞
ガ
、
二
年
籏
前

か
Ｓ
自
顎
保
發
ス
グ
ー
ル
莚
逓
じ
て
季
務
渇
に
瀕

逵
塾
３
ぷ
う
に
な
う
だ
。
何
も
わ
か
５
ざ
、
他
の

人
遭
に
く
っ
つ
い
て
今
日
ま
で
芝
や
訳
摺
が
、
芝

の
わ
ず
か
一
一
坪
位
の
問
に
ｆ
人
罵
釣
・
そ
り
花
心

３
ｎ
３
な
面
ざ
愛
勧
が
あ
う
だ
よ
－
つ
に
尾
う
。
旧

教
人
の
滴
も
あ
収
ば
、
だ
っ
た
２
人
で
細
々
と
い

一
つ
こ
こ
も
，
・
・
・
。
そ
し
て
今
も
ま
だ
、
甲
中
毒
務

局
長
を
中
に
良
数
人
で
塁
塘
一
し
て
い
る
拡
況
調
Ｚ
ぁ

ず
・
職
政
種
で
も
、
人
員
耐
て
も
せ
つ
ぱ
詰
ま
っ

て
い
る
。
本
案
の
峯
蒜
局
と
嵐
、
名
加
霊
園
牌
か

Ｓ
出
芒
舩
握
人
童
ざ
尋
務
局
撹
と
ば
り
・
経
団
稗

の
嫡
報
セ
ン
タ
ー
乙
し
て
、
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
す
べ
て
の
団
練
が
通
曽
ず
ろ
ら
の
で
ば
酒
仙
だ

◇
Ｉ
◇
１
９
◇
１
３
◇
ｉ
ｉ
ｃ
’
１
０
．
０
１
◇
１
８
・
刑
１
．
４
画
‐
◇
４
４

℃

,斜、4．到一22 通合代表者会議～着工の犀と富うことで．今

年Iさ道路阻止に向け． 十賎個I｡静内側西汽乞

反対の甥士ｾ糞会・予更コースの銅沌踏壷芭狩
なうことを淺更さ言。

己高自然セミナー.日忘中喪溌断道路手心
踏壷敵怠どへの寒備と畔心すけ。

通史地区鐡帝港山岳趣霊の全壷的琶協力によ

’)中央溌断迩践梨施誌童迩成ｴｶ乞せる。

（ 日高側鴎名 十矯側6鐙）

巳惠自然セミナー（寒加老e○名)_やくの

。《だちに道路ずｲ乍5蝋ようとして､13鞭蛎の
地徽ャ自然について知フ -ZfS八だ。

邇合代表者会蟻一日惠中央犠断蓮砿反対決起
業会を行意うことを決定。また栽循藏距リ姐
一琴として‘全国斑の－掴に薄見た舎置の莚3

"幅線の震り取り鱗施遁②冨學迄｡も斑■
串序会齢大会蕊室にぁ!､て． 日喬中央横謝重
蕊反対決遼蕊会左行垣う。 〈冬加者 I7ofD)
､苅通蚕渉を行恩う。 〈逵合･･，￥鞄烏・婦山、

・協会・沙巍III VS遁庁･･-E;色畷境部． 土･木
部通路誤〉非公踊で作意わしh.鐘側I感技術
熟、運合Iさ邇醗全面悶止で､もの'bﾂぅ､水になる。
静内側工暴善工に当り看鐙現地捕議鑿会零介口

鼬,瀞藤声の爵い殺り迩勵第一次未t7)リ( 12･3.ぎ

ぎ､のfll漬点3?2$ 62oD>
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》
ン
う
か
と
露
う
。
今
の
審
謬
駕
局
喰
孤
・
立
し
て
、
勤
輔

電
が
に
今
の
臺
謡
扇
の
体
制
感
室
ロ
と
圃
・
言
久
芯

、
。
こ
｛
）
二
曇
位
溌
閣
紘
の
裟
好
も
汗
哲
う
て
昼

、
Ｌ
・
加
竪
圃
赫
に
釣
獺
濯
積
報
莚
伝
た
る
ど
も

展
４
‐
・
‐
・
私
運
の
い
た
Ｓ
這
い
面
感
浄
々
あ
り
、

杢
吾
に
由
‐
し
訣
意
４
匙
う
．
４
月
き
り
新
辱
度
に

入
る
訳
荷
ヴ
、
私
意
リ
の
瑛
薫
ｚ
し
だ
い
・

の
在
札
団
練
か
Ｓ
景
偽
ｉ
先
の
享
謡
局
忌
童
公
２

。
②
杙
幾
率
筌
識
と
圃
別
に
、
加
護
団
体
の
交
点

の
湯
を
誤
り
、
参
風
の
玲
鋤
ャ
櫓
報
を
友
壊
す
う

端
と
｛
う
３
．
③
大
き
《
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
組
鉛
堤
合

、
黙
凍
鈎
に
困
難
葱
場
合
屈
名
団
体
に
計
り
そ
の

対
策
を
講
じ
る
。
④
臼
諄
中
央
穫
獣
蓮
磯
の
問
題

に
つ
い
て
唾
、
弩
駕
渦
内
に
も
剖
鰹
ア
ロ
ジ
ヱ
グ

ト
遁
趨
人
で
沽
勧
＄
》
５
・

ぬ
年
間
い
３
剛
３
あ
っ
た
が
雑
い
て
家
だ
琢
壱
。

自
然
厩
髪
す
る
人
謹
に
よ
っ
て
つ
く
Ｓ
収
て
い
る

迩
合
。
《
》
の
橡
会
に
加
盟
団
体
・
蕾
助
会
員
の
今

』

・
酒
量
人
γ
丙
う
し
よ
に
知
亀
と
し
ぎ
リ
、
４
左
と

り
あ
う
て
豊
合
の
一
の
り
方
に
う
も
て
考
え
だ
い
。

8．％

●
cl . 4-▲

Q
j

17

初
馳

（
Ｕ
う
《

１
１

１

-2－－－－－－3．．－．－

一 一一



一

各
蚫
号
摂
句
葡
邇
勧
を
か
か
え
て
い
意
加
霞
団

体
・
賛
助
会
爵
の
壱
壱
人
。
句
北
の
国
熊
山
に
洽

勧
の
報
告
ャ
官
需
幌
護
に
関
す
る
毒
罵
産
送
っ
て

下
を
殉
。
比
凛
ニ
ハ
か
炉
彦
の
蒙
苓
い
て
紙
面
を
い
っ
ぽ

い
に
し
て
、
直
３
違
磯
の
棒
聞
鍬
と
蒼
ろ
救
う
心

し
彊
凶
と
密
雷
ク
て
画
き
言
。

罰
』
し

☆
原
蘓
の
送
り
髭

札
祷
命
士
区
犬
ｐ
桑
罰
１
丁
目
（
誼
要
批
唾

勘
帝
宅
山
塞
遭
盟
内
）

銑
熔
道
臼
然
程
篭
団
体
連
合
北
の
自
認
線

フ 〈

q

１
１
１
１
１

☆
４
月
か
Ｓ
士
の
負
韓
触
す
べ
《
》
ｚ
評
司
人
惹

で
話
し
あ
っ
て
い
だ
の
で
す
ぎ
義
か
ざ

が
輿
拝
憲
で
訂
Ｓ
ず
今
匂
に
窓
診
て
し
き

剛
き
し
だ
。
患
乗
だ
携
闇
紙
も
今
縛
１
ジ

の
｛
て
〆
ァ
乢
乏
．
で
も
今
の
嘉
蒲
烏
感
病

蝉
舅
し
て
屯
し
蕊
う
が
為
ソ
ま
造
八
・
ヶ

蒼
刑
砿
源
と
人
箇
喰
名
自
の
フ
ァ
イ
ト
で

や
↑
弓
し
か
省
醐
逗
罵
っ
て
画
意
富
・

狸
ま
ず
昌
箇
．
岬
’
ず
談
も
も
ク
涯
増
才

誤
一
う
腫
打
ン
岬
っ
て
封
３
フ
鬼
ソ
で
す
毛

、
岬
Ｉ
マ
ン
〕

☆
編
算
部
濁
芝
入
で
始
め
た
先
の
宮
騨
、
軸

通
交
喪
を
め
ぎ
Ｌ
冤
価
き
す
。
も
し
今
ゥ

符
ブ
て
く
蛎
・
金
人
ず
い
友
３
，
１
，
‐
・

韮
の
自
潔
腫
篶
の
今
窓
″
．

１
１綿

で汽謹、

に、
Ｉ

後
L

ム

己
、
言
蜜
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